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研究成果の概要（和文）：　本研究では、まず海外の研究協力者の協力を得ながら中国清末民国初期の教育雑誌中の日
本教育関係記事を調査・収集し、資料の目録と雑誌ごとの解題を作成した。そのうえ、清末民国初期における日中教育
交流の実態をいっそう究明するため、研究メンバーが各自関心を持つテーマについて、収集済みの資料を活用し、たと
えば、日本の教育記事は中国初の教育雑誌『教育世界』においてはどのように紹介されたか、地方の教育雑誌『浙江教
育官報』にはどういう記事があり、またどのような形でその地方の教育に影響を及ぼしたかなど、実証的な研究により
明らかにした。

研究成果の概要（英文）：With the generous assistance of oversea researchers in the collection, analysis 
and categorization of relevant primary data in education journals published in modern China, this study 
answers a need for understanding the full picture of Sino-Japanese education exchange during this period. 
The academic expertise of each researcher in this study spurred new discovery by exploring these primary 
data in his/her academic field. For example, how did Education World (教育世界) in Shanghai and the 
provincial Zhejiang Education Gazette (浙江教育官報) introduce Japanese education? How did these journals 
impact China's education in different regions? With quotations of supporting data from education journals 
in modern China, these issues are crystalized.

研究分野： 東洋史
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１．研究開始当初の背景 

清末民国初期における日中教育交流の最

大の特徴は、中国が留学生の派遣、日本人教

習の招聘、教育視察者の派遣、日本書の翻訳

などを通じて日本に学び、中国の近代教育の

構築を図ったことにあると言えよう。 

清末民国初期の教育雑誌の日本教育関連

記事は近代における日中教育交流、特に日本

の中国教育近代化に与えた影響の実態を解

明するうえ、非常に大事な第一次資料である

にも関わらず、これまでにそれに対して全面

的に調査されたことがなく、その利用は必ず

しも十分とは言えない。 

  

２．研究の目的 

本研究は、同時期の中国各地の教育雑誌に

掲載された日中の教育交流や日本の教育事

情などに関する記事を調査・収集し、その資

料に基づき、近代において日本がどのように

中国の教育近代化に影響をもたらしたかな

ど、清末民国初期の日中教育交流の実態をさ

らに実証的に解明しようとするものである。 

 

３．研究の方法 

（1）清末民国初期の教育雑誌中の日本教

育関係記事の調査・収集： 海外研究協力者

の協力を得ながら、約 1年半の時間をかけて

中国の主要図書館から各教育雑誌中の日本

教育関係記事を調査・収集する。  

（2）資料目録と解題の作成： 収集済みの

資料の目録を作り、さらに雑誌ごとに解題を

作成する。題名は「○○雑誌に見る日本教育

関係記事の解題」とする。 

（3）清末における日中教育交流実態の更

なる究明： 清末における日中教育交流につ

いて数多くの研究成果が上がっているが、同

時期の中国の教育雑誌の関連記事の利用が

まだまだ不十分な状態にある。研究メンバー

が各自の関心に基づき、収集済みの資料を活

用して研究を行う。たとえば、日本の近代教

育はどのような形と規模で中国の各地方の

教育に影響を及ぼしたか、各地域の差がどの

ような形で現れたかなどを実証的な研究に

より明らかにする。 

（4）中華民国初期における日中教育交流

実態の究明： 清末における中国の教育改革

は「日本モデル」で行われたが、民国時代以

降、中国人は欧米諸国に目を向けはじめ、そ

の関心が少しずつ日本から離れたとされて

いる。本研究の一部として民国初期に日本が

中国の近代教育に影響を与え続けた事例に

基づき、その影響の実態を明らかにする。 

 

４．研究成果 

  （1）以下の教育関連の雑誌に掲載された

日本教育関係の記事を調査・収集した。『教

育世界』（1901 年、上海・教育世界社）、『四

川学報』（1905 年、成都・四川学務処）、『学

部官報』（1906 年、北京・学部図書局）、『官

報』（1906 年、東京・遊学生監督処）、『河南

教育官報』（1907 年、開封・河南学務公所）、

『四川教育官報』（1907 年、成都・四川学務

公所）、『雲南教育官報』（1907 年、昆明・雲

南学務公所）、『湖南教育官報』（1908 年、長

沙・湖南学務公所）、『吉林教育官報』（1908

年、吉林・吉林学務公所）、『浙江教育官報』

（1908 年、杭州・浙江学務公所）、『福建教育

官報』（1908 年、福州・福建提学使署）、『教

育雑誌』（1909 年、上海・商務印書館）、『甘

粛教育官報』（1909 年、蘭州・蘭州官報書局）、



『貴州教育官報』（1909 年、貴陽・貴州学務

公所）、『湖北教育官報』（1910 年、漢口・湖

北提学使司）、『広東教育官報』（1910 年、広

州・広東学務公所）、『湖南教育雑誌』（1912

年、長沙・湖南教育総会）、『教育周報』（1913

年、杭州・浙江教育会）。 

 （2）収集された記事の目録を作成し、さ

らに一部の雑誌の解題を作成した。 

 （3）商務印書館刊行の『教育雑誌』（1909

－1948）に掲載された日本教育関連の記事を、

1909－1911年の3年分のものに限定して文芸

欄の教育小説、論文などの翻訳作品、記事欄

の日本教育情報、広告欄にみる日本書籍目録

などの内容を明らかにした。 

 （4）日本の教育記事は中国初の教育雑誌

『教育世界』においてはどのように紹介され

たか、地方の教育雑誌『浙江教育官報』には

どういう記事があり、またどのような形でそ

の地方の教育に影響を及ぼしたかなど、実証

的な研究により明らかにした。 

 （5）呉汝綸日本視察の背景を紹介したう

え、呉汝綸と井上哲次郎・林正躬・長尾槇太

郎・研経会との筆談の内容を分析し、近代教

育制度の導入を急務とした時代の中国の教

育関係者が教育視察を通じて日本人の識者

にどういう助言を求めたかその一端を明ら

かにした。 

 （6）中国が近代の学校教育制度を制定す

る過程において、日本の近代学制を大いに参

考にしたことはよく知られているが、楊暁の

論文「清末中国学制改革の文化価値の趣向」

では日本から受けた影響の主な内容を明ら

かにされた。 
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